
滝川の過去の研究を1枚にまとめると・・・

昆虫フェロモン 海産天然物 その他

植物関連機能性分子 ストリゴラクトン類
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ここに書いた構造式は、合成
を達成した化合物群です。
（紙面の都合上、半分程度です。）

水色はいわゆるfirst synthesis
ピンクは構造の訂正・確定
緑は活性等の新規知見獲得
を示していますが、もちろん、
重複もあります。
（見にくくて済みません。）

なお、本当に自分自身の手で
合成した化合物はほんの僅か
です。研究の推進に尽力いた
だいた皆様、特に実際に手を
動かてくれた学生の皆様に心
から感謝しています。

そして、新たな挑戦を、若い
方々と続けて行きたいです！

自分の合成した化合物の構造が
見当たらないとお嘆きの皆様、
紙面の都合と私の無精が原因で
す。どうか、ご容赦ください。
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